
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

投稿するようになり、気づけばいつの間にか、い

いなと思ったことを自分だけで留めておくことが

もったいないと感じるまでになりました。 

 それから12年。Web制作や SNS発信のお仕

事もいただくようになり、常に情報発信について

考えてきました。本当にいいなと感じる商品、感

動する出来事や価値のある物事が、人に知られる

こともなくいることの損失の大きさ。誰かが一言

発信するだけで、必要なサービスが本当に困って

いる人の元に届くかもしれないのです。 

 書いていて熱量が上がると、深刻な話になって

しまいがちですが、とにかく自分が楽しく発信し

続けられることが大切です。SNSにより人とのつ

ながりが広がり、可能性が開けます。昔は、情報

は限られたメディアから一方的に発信されるもの

でしたが、今は、1 人 1 人の発信の力がとても大

きくなっています。これからの時代、個の信頼性

や共感・協力を得ることはとても大切です。 

 １人で不安な方は、このような情報発信講座に

まずは気軽に参加してみてはいかがでしょうか。 

 東京でシステムエンジニアをしていた頃は、 

Webの業界でも裏方の仕組みを作る側でしたので、

私が情報発信を仕事として行うようになったのは

丹波市に移住してからのことです。2013年株式会

社ご近所がスタートし、丹波市の魅力発信事業を

行いました。移住者が外からの目線で丹波市の魅

力を見つけ、地域内外に発信する。Webや冊子、

イベント、そして移住者自身が媒体となり丹波の

魅力を伝えるという事業でした。 

 それまでSNSの利用は、勤めていたベンチャ

ー企業社長の今日の一言や IT の最新情報を見る

ための Twitter(現 X)と、その会社で言われてアカ

ウントだけ作ったFacebook。タイムラインも誰か

にタグ付けされたものしかない、いわゆる「ウォ

ッチ専門」の状態でした。 

 そんな私でしたが、自分自身が媒体となり『丹

波市の魅力を発信すること』が業務になり、訳も

わからないまま恐る恐る投稿をし始めます。 

 村づきあいのことや白鷺が田んぼにたくさんい

ること、日々変わる景色や面白い人たちなど、と

にかく当時、新鮮に感じたことはどんなことでも 

合同会社ゴキゲンてくのろじ 代表社員 

   
湯山 加奈子 

誰もが発信者になれる時代。情報と共感の力 

 

Instagram や YouTube による情報発信のノウハウを学び、地域や職場で活躍できる女性の輪を広げ

るため、情報発信パワーアップ講座を開講しています。【成果発表会は 12月 20日（土）に開催】 

7 月 23 日の開講式では、地域のWeb 制作や情報発信、ITアドバイザーを務められている湯山加奈子さ

んに「各種 SNSの特徴と情報発信時の注意事項」について、お話いただきました。 

受講生の皆さんは、自分の目標達成に向けて、楽しみながら受講されています。 


